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8-3-ウ 65

小規模事業
者新事業ス
タートアップ支
援事業
＜新規＞
＜重点①＞

小規模事業者の成長・発展と県経
済の活性化を図るとともに、中小企
業等経営強化法に規定する経営
革新計画策定へのさらなる発展の
意欲を高めることを目的に、小規模
事業者が策定する新たな取組（新
商品市場化・販路開拓事業）に関
する計画の実現に必要な経費の一
部を助成する。

○補助事業の実施
　・小規模事業者新事業スター
トアップ支援補助金による支援

【目標】
新商品市場化ま
たは販路開拓が
進んだと感じた割
合　80％

A － －

①回答のあった20社中14社が「進んだ」と感
じ、6社が「やや進んだ」と感じた。

②販路が開拓できた（10社）、商品の開発が
できた（10社）、売上が増加した（4社）などの
成果があった。

新商品・新サービ
スに限るという条件
があるものの、採択
事業者からは大変
満足頂くことができ
た。今後も続けて
いきたい。

「広告・宣伝力に課
題があったが、補助
金を活用し、販路開
拓をすることができ
た。」「試作品作成に
つかるのはありがた
い。」など

5,170
中小企業
支援課

8-4-ア 77

伝統の技と美
「滋賀の匠展」
開催事業
＜重点①＞

県および国指定の伝統的工芸品の
価値を広く県民に伝えるとともに販
売を促進するため、展示をメインとし
て、実演や体験等を内容とした展示
会を開催する。

○展示会の開催
【目標】
開催期間中の入
場者数　3,000
人

A B A

①開催期間中(３日間)の入場者数：4,150人

②実演や体験、製造事業者からの説明等も
交えて、多くの来場者に様々な伝統的工芸
品を直接目にしてもらうことができ、伝統的工
芸品の魅力を伝えることができた。

伝統的工芸品の
価値を広く県民に
伝えるとともに、伝
統的工芸品の技
術が承継され、経
営面の安定を図っ
ていくために、販売
支援に取り組む必
要がある。

来場者「素晴らしい伝
統的工芸品があること
を知った。また見たい。」
「伝統の素晴らしさを広
めてほしい。」
出展者「直接来場者
に説明することでより深
く理解いただけた。」

1,130
中小企業
支援課

8-4-ア 78

伝統的工芸
品新商品開
発等支援事
業
＜新規＞
＜重点①＞

伝統的工芸品の振興のため、必要
なノウハウ等を有する者を伝統的工
芸品製造業者に派遣して、市場
ニーズに応じた商品開発等の促進
を図る。

○伝統的工芸品に関する新商
品の開発等

【目標】
参加事業者の中
で「新商品開発
等を通して今後
に期待が持てた」
と回答した割合
65％

A － －

①参加事業者の中で「新商品開発等を通し
て今後に期待が持てた」と回答した割合
100％
②デザイナーなど外部の専門家と連携して開
発した新商品を、首都圏でのテストマーケティ
ングまで行えたことで、今後の新たな販路開拓
のための方策を知ってもらうことができた。

新たな販路開拓に
つながるよう、今回
の取組成果をより
多くの製造業者に
伝えていく必要があ
る。

「外部の視線でアド
バイスいただきあり
がたかった。」

3,252
中小企業
支援課

県の指定する伝統的工芸品の持つ
技術や魅力を消費者等に広く発信
するため、プロモーション映像を制作
する。

○「滋賀の伝統的工芸品」プロ
モーション映像の制作
　県指定伝統的工芸品６事業
者を予定

様々な機会を捉
えて完成した映
像を活用していく
必要がある。

完成した映像を自
社ＨＰにも掲載し、
ＰＲに活用したい。

1,869
中小企業
支援課

県が新たに整備する首都圏情報発
信拠点等において、本県の地場産
業や伝統的工芸品の魅力を消費
者等に発信し、体感いただくことで、
県産品の消費拡大や本県への来
訪者の拡大を図る。

○首都圏において、地場産業
に関する展示会や実演会等を
実施

・継続的、定期的
に実施することが重
要である。
・より効果的に実
施できるよう、内容
や発信方法につい
て検討を続ける必
要がある。

・ワークショップに参
加された方から楽し
かったという声があっ
た。

4,070
モノづくり
振興課

平成30年度滋賀県中小企業活性化施策実施計画の各事業の評価票
　【重点事項１：地域を支える小規模企業者への多面的支援】

8-4-ア 79

来て、見て、ふ
れ「メイド・イン
滋賀」魅力発
信・体感事業
＜重点①＞

A
【目標】
首都圏で実施す
る地場産業総合
展の来客数：
2,200人

A －

①来場者数　9,650人

②首都圏において、制作した映像を放映する
ことで、また、実演を伴うイベント等を開催する
ことで、滋賀の伝統的工芸品および地場産品
の魅力を発信でき、知ってもらうきっかけになっ
た。

平成30年度の事
業の目標

（数値目標また
は定性目標）

施
策
分
類

事
業
番
号

事業名 事業概要 平成30年度の具体的取組内容
段階評価
（ＡＢＣＤ）

　　　　　　　　　　　　取組の成果
①数値目標の達成状況、定性目標の場合の
段階評価の説明等を記入
②上記のほか、施策の利用者に対してどのよう
な成果や効果があったか、把握している範囲で
記入

実施後の
課題

施策利用者の具体
的な声・意見等

過年度
評価

事業の評価

Ｈ30年度
決算見込額
(単位：千円)

担当課

厚 生 ・ 産 業 常 任 委 員 会 資 料 ２ - ３
令 和 元 年 （ 2 0 1 9 年 ） ９ 月 1 1 日
商 工 観 光 労 働 部 中 小 企 業 支 援 課
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平成30年度の事
業の目標

（数値目標また
は定性目標）

施
策
分
類

事
業
番
号

事業名 事業概要 平成30年度の具体的取組内容
段階評価
（ＡＢＣＤ）

　　　　　　　　　　　　取組の成果
①数値目標の達成状況、定性目標の場合の
段階評価の説明等を記入
②上記のほか、施策の利用者に対してどのよう
な成果や効果があったか、把握している範囲で
記入

実施後の
課題

施策利用者の具体
的な声・意見等

過年度
評価

事業の評価

Ｈ30年度
決算見込額
(単位：千円)

担当課

8-4-ア 80

ちいさなものづ
くり企業等成
長促進事業
＜重点①＞

ものづくりに携わる中小企業・小規
模事業者が必要とする情報収集
や、受発注体制についての取組、自
社分析について支援を実施すること
で、企業の自立的・持続的な成長
を促す。

○自社分析の支援
○受注体制の強化支援
○販路開拓、調達情報収集
支援

【目標】
・企業情報シート
（県版知的資産
経営報告書）の
作成支援　10件
・発注元への受
注側企業紹介
数　30件
・商談会への受
注側参加企業
数延べ　100社

A A B

①企業情報シートを10社作成。発注元への
受注側企業紹介は、79件。商談会への受注
側参加企業数は延べ815社。（県内企業171
社）

②商談会では、多くのパネル展示を行い企業
の自己PR力の向上やマッチングに効果的で
あった。

企業シートを有
効に使ってもらえ
るようメリットを明
確にし、マッチング
の効果をあげる。

今後のきっかけがで
きた。
多くの情報を得るこ
とができた。

8,300
モノづくり
振興課

8-4-ア 89

滋賀の地域産
業振興総合
支援事業
＜重点①＞

本県の優れた地域資源である地場
産業等の「稼ぐ力」を高め、地方創
生の核となる新たな成長産業として
育成するため、施策推進協議会の
運営を行うとともに、地場産業およ
び地域特産品の振興のための戦略
的な取組を支援する。

○施策推進協議会の運営
○滋賀県中小企業団体中央
会が行う、ブランド構築やPRお
よび新事業創出のための組合
指導、研修等の支援
○地場産業組合の国内外の
販路開拓や後継者育成の支
援
○地域特産品組合の販路拡
大、商品開発の支援と、組合
間連携による取組支援

【目標】
新商品開発等ブ
ランド強化に取り
組んだ組合数
12組合

A A A

①新商品開発等ブランド強化に取り組んだ組
合数：16組合

②新商品の展開による売上増加および各組
合における試作品開発の取組の活発化。

組合への支援に加
えて、個別の地場
産業事業者に対し
て、販路開拓や商
品のブラッシュアップ
などの支援を行う
必要がある。

国内・海外などで
の展示会出展や
市場調査などが行
えたので、今後の
事業の糧にしてい
きたい。
他分野の事業者と
協力することで、新
たな商品展開を検
討することができ
た。

23,372
モノづくり
振興課

8-4-ア 90

繊維地場産
地の連携によ
る新たな産品
の開発とブラン
ド力強化推進
事業
＜重点①＞

繊維地場産業事業者の競争力強
化と地場産品の普及による地域産
業の振興を目的に、関係団体（大
学、地域企業、市町など)との連携
により、新たな地場産品の開発を促
進させるとともに、県内外に対して産
品の魅力や価値を発信して需要開
拓を図る。

・各産地の技術を活用した新た
な地場産品の企画を行い、工
業技術センターの設備を利用し
て生地試作を行う。さらに、県
民や県内学生などの協力により
にデザイン考案を行い、これを
付加した製品生地の試作を行
う。
・産地と東北部工業技術セン
ターの連携による新製品の開
発を行う。

【目標】
・新商品（生地）
開発件数…各
地場産品 ２製
品（×３産地）
・産地連携製品
３製品

A A －

①新商品（生地）開発では各産地２種類以
上の生地を開発。産地との連携製品は３製
品開発した。

②産地（高島）と連携して作成したここ滋賀ユ
ニフォームが好評であった。次の展開として、地
元商業施設と連携を行い、ユニフォームを作成
した。令和元年７月から発売している。

収縮等の性能面
の改善、量産性と
コスト計算が課題
として見えてきたた
め、今後改善を実
施していく必要があ
る。

・開発した生地等で
作成した６種類のﾐﾆ
ﾁｭｱ浴衣を県内金
融機関や市役所等
で展示してきたが、
他の施設でも展示し
ほしいとの声がある。
・ﾐﾆﾁｭｱ浴衣で使っ
た生地で作った着用
できる浴衣を販売し
て欲しい、との声も
あった。

2,094

モノづくり
振興課
（東北部
工業技術
センター）
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平成30年度の事
業の目標

（数値目標また
は定性目標）

施
策
分
類

事
業
番
号

事業名 事業概要 平成30年度の具体的取組内容
段階評価
（ＡＢＣＤ）

　　　　　　　　　　　　取組の成果
①数値目標の達成状況、定性目標の場合の
段階評価の説明等を記入
②上記のほか、施策の利用者に対してどのよう
な成果や効果があったか、把握している範囲で
記入

実施後の
課題

施策利用者の具体
的な声・意見等

過年度
評価

事業の評価

Ｈ30年度
決算見込額
(単位：千円)

担当課

8-4-ア 93

近江の地酒普
及促進事業
＜重点①＞

近江の地酒の魅力を県内外に発信
し、県内にあっては地酒への愛着と
誇りを醸成するとともに、県内外での
消費拡大を図るため、主として滋賀
県酒造組合、（公社）びわこビジター
ズビューローへの補助を通じて、一般
消費者、宿泊施設・飲食店それぞ
れを対象とした地酒の普及や酒蔵
ツーリズムの促進に資する事業等を
実施する。

○滋賀県酒造組合が開催する
以下の開催経費を助成
・春の新酒きき酒会
○（公社）びわこビジターズビュー
ローが実施する以下の事業費
を助成
・酒蔵めぐり促進事業（近江の
地酒版パ酒ポート事業）
○近江の地酒ＰＲ資材として、
２次利用可能な写真素材をは
じめ、ポスターや店頭啓発資材
などの広報物を作成する。

【目標】
・「春の新酒きき
酒会」来場者数
1,500人
【目標】
・パ酒ポート販売
数量　5,000部

B B B

① 「春の新酒きき酒会（第３回近江の新酒き
き酒会）」来場者数約1,800人。近江の地酒
版パ酒ポートは3,576部販売。

② 「春の新酒きき酒会（第３回近江の新酒き
き酒会）」商談会において、新たな取引先とし
て他府県へ広がりをみせている。パ酒ポート購
入者アンケートでは多くの方に好評いただき、
近江の地酒の魅力を体感いただいていると認
識。

近江の地酒の認
知度は高まったも
のの、首都圏で
の認知度はまだ
低く、引き続き、
首都圏での広報
活動や事業推進
を図る。

・きき酒会と同時
開催の酒販店・飲
食店限定の商談
会について有意義
だったと意見をいた
だいた。
・パ酒ポートについ
ては、お酒が好きな
方が多いため好意
的な意見が多かっ
た。

4,113
観光振興
局

8-4-イ 94

にぎわいのまち
づくり総合支
援事業
＜重点①＞

商店街等が行う、地域の特性を活
かした商店街の魅力向上や地域の
ふれあい創出、空き店舗対策などの
取組により、地域社会が抱える課
題の解決や商店街等のにぎわいを
創出しようとする事業を支援する。

○商店街等に対する補助
　・にぎわい創出推進事業

【目標】
来街者数等の目
標を達成した商
店街の割合
65%

B A B

①取組件数７組中４組の事業実施団体が目
標を達成（57%)。目標を達成できなかった商店
街についても、目標値の約８割の来街者数で
あった。

②補助対象者からの実績報告によると、イベ
ントの実施や研修の実施等により、商店街の
活性化が図られた。

商店街振興は市
町がまちづくりと一
体的に取り組む必
要があるため、市
町が積極的に取り
組むよう促していく
必要がある。

にぎわいの創出がで
きた。連携体制の強
化が図れた。魅力あ
る商店街の形成に
繋がった。商店街の
認知度が高まった。
などといった声があっ
た。

3,565
中小企業
支援課

8-4-イ 95

商店街等空き
店舗活用マッ
チング支援事
業
＜重点①＞

創業支援情報など開業に役立つ情
報も掲載した、しが空き店舗情報サ
イト「ＡＫＩＮＡＩしが」の効果的な運用
により、商店街の空き店舗の有効
活用と小規模事業者の創業を促進
する。

○「ＡＫＩＮＡＩしが」の運用、周
知・広報
　・空き店舗情報の収集・登
録・提供
　・ウェブサイトを活用した空き
店舗所有者・管理者と出店事
業者のマッチング
　・創業支援情報の提供

【目標】
「ＡＫＩＮＡＩしが」に
よるマッチング件
数　28件

A A A

①「AKINAIしが」に登録された物件で34件の
契約が成立。

②空き店舗情報と開業支援情報をあわせて
情報発信することで、新たに開業を検討する
方にとっては、開業のために有益な情報をまと
めて得ることができる。

当サイトの一層の
広報周知を図ると
ともに、空き店舗
情報および開業支
援情報の充実を
図る。

不動産業者から物
件のより詳細な情報
を掲載したいという声
があった。

909
中小企業
支援課

8-4-イ 96

きらり輝く個店
★企業応援
事業
＜重点①＞

県内の個店・企業や商店街の活性
化を図るため、魅力的な商品やサー
ビスを展開している個店や商店街な
どの取組等をWebで動画配信する。

○県民から推薦を得た個店・
企業の動画の制作・発信を行
う。
○市町から推薦を得た商店街
の動画の制作・発信を行う。

【目標】
事業対象者で来
客が増えたと感じ
た割合60％以上

A A －

①来客が増えたなど効果があったと感じてい
る事業者の割合は80％

②自社の考えや商品を改めて考え直すきっか
けとしていただくことにもつながった。

Web動画をより県
民の方に見てもらう
工夫が必要

動画制作の個店・企
業、商店街からは
「とても良いプロジェク
トだと思います」「今ま
でにない撮影と取材
の角度が良かったで
す」など

7,199
中小企業
支援課
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平成30年度の事
業の目標

（数値目標また
は定性目標）

施
策
分
類

事
業
番
号

事業名 事業概要 平成30年度の具体的取組内容
段階評価
（ＡＢＣＤ）

　　　　　　　　　　　　取組の成果
①数値目標の達成状況、定性目標の場合の
段階評価の説明等を記入
②上記のほか、施策の利用者に対してどのよう
な成果や効果があったか、把握している範囲で
記入

実施後の
課題

施策利用者の具体
的な声・意見等

過年度
評価

事業の評価

Ｈ30年度
決算見込額
(単位：千円)

担当課

9-1 112

滋賀県ちいさ
な企業応援月
間事業
＜重点①＞

“ちいさな企業”向け施策について周
知等を図るため、10月の「滋賀県ち
いさな企業応援月間」に関係機関
と連携して情報発信やセミナーの開
催を行う。

○「応援月間」事業一覧冊子
の作成・配布
○「応援月間」の広報
○セミナー等の開催

【目標】
・滋賀県ちいさな
企業応援月間に
位置付ける事業
200事業
・セミナーの参加
者数　200人

B B B

①県、関係団体、金融機関等が応援月間に
実施するフォーラムや相談会等は309事業。ま
た、平成30年9月6日（木）と10月23日（火）に
「滋賀県ちいさな企業元気セミナー）を開催
し、163名の参加があった。

②豊富な経験を持つ講師、パネリストおよび
コーディネーターによるセミナーの開催により、８
割近くの参加者から、「役に立った」という回答
を得た。

月間の認知度が
低いことから、周
知を積極的に行
う必要がある。

セミナーの参加者
から「大変参考に
なった」「機会があ
ればまた参加した
い」という声があっ
た。

1,422
中小企業
支援課
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